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650

650

凡 例
最
大
流
入
量

調節量

最大放流量

経緯

○昭和28年4月 建設着手(建設省施工)

○昭和35年3月 完成・管理開始

○昭和35年5月16～ 熊本県による管理開始

人吉市

球磨村

五木村

水上村

山江村

錦町

▲

芦北町

球磨川

川
辺
川

八代市

相良村

▲

位 置 図

0 10km

多良木町

湯前町

あさぎり町

市房ダム

市房川ダムによる
治水効果区間

概ねのかんがい区域

発電所 集水区域

人吉地点上流域 市房ダム上流域

1,137k㎡ 157.8k㎡
(1.00) (0.14)

(人吉上流域を１とした場合)

流域面積

約３０Ｋｍ

諸元・目的

ダ ム の 形 式 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 有効貯水容量 35,100千m
3

堤 高 78.5m 第1期　 8,500千m3

集 水 面 積 157.8km2 第2期  18,300千m3

湛 水 面 積 1.65km
2 堆 砂 容 量 5,100千m

3

総 貯 水 容 量 40,200千m3 かんがい容量 13,500千m3

洪水調節容量

○治水：市房ダム地点において、約650m3/sを調節

○発電：年間発生電力51,300,000MWH

○灌漑：球磨盆地南部の湯前町、多良木町、
あさぎり町、錦町の約3,570haへ補給。

洪水調節実績（平成２０年までに５５回）

市房ダムの操作について 1第２回「検討する場」
説明資料①ｐ２を加工

流

量

(㎥/s)

市房ダム洪水調節実績 （昭和３８年～平成２０年）

九州地方整備局
説明資料ｰ1
参考資料
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(㎥/S)

最大放流量
毎秒521㌧ ②

ﾋﾟｰｸ時、毎秒341㌧を減じて放流
【洪水調節効果】

①

【下流に配慮した放流】
①流入量がピークを過ぎれば、その時点の放流量で
一定量放流を行う(通常の操作)。
②しかし、下流の水位が高かったことから、放流量を
減じる操作を行った。

時間雨量

貯 水 位

流 入 量

放 流 量

凡 例

水

位

(ｍ)

警戒水位 3m

実 績 水 位

市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)人吉地点

人吉でサイレンによる警報が行われた
と推定される時間→(0時30分頃)

警報車による警報開始→(0時30分頃)

人吉で警報車による警報が行われたと推定される時間。
→(２時３０分～３時００分頃)

0
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市 房 ダ ム 洪 水 調 節 効 果 量
市 房 ダ ム か ら の 放 流 量
球 磨 川 本 川 の 支 川 か ら の 流 量
川 辺 川 実 績 流 量

流

量

(㎥/s)

７月２日 ７月３日

時刻
月日

柳瀬地点最大流量
（約3,000m3/s）

人吉地点最大流量
（約5,000m3/s）

市房ダム最大放流量
（521m3/s）

市房ダム洪水調節効果量
（341m3/s）

・人吉地点において、１時間に最大８０㎝程度の水位上昇
・市房ダムにより水位は低下

人
吉
流
量

市
房
ダ
ム
を
無
し
と

想
定
し
た
人
吉
流
量

最大流入量
毎秒862㌧

2昭和４０年７月洪水時の市房ダムの操作について（１）
基本方針第７回小委員会

資料４ｐ１を加工 2
九州地方整備局
説明資料ｰ1
参考資料



3昭和４０年７月洪水時の市房ダムの操作について（２）
基本方針第７回小委員会

資料４ｐ２を加工 3
昭和４０年７月２日～３日　市房ダム貯水位
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第１期制限水位

昭和４０年７月２日～３日市房ダム流入量と放流量
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市房ダム流入量

市房ダム放流量

ダムに水を
貯める操作
（洪水調節）
流入＞放流

次の洪水に備へ、
貯水位を下げる操作

流入＜放流

雨が激しい時間帯

洪水ピーク時のデータ

●流入量のデータ存在

●放流量のデータ存在

九州地方整備局
説明資料ｰ1
参考資料



多良木

人吉

柳瀬

一武

市房ダムが無い場合の想定水位

市房ダム有りの水位（実績）

6 10 12 14 162 4 531 9 11 13 1523 87

7/2 7/3

24

市房ダムの洪水調節効果（昭和４０年７月洪水）

昭和４０年７月洪水時の市房ダムの操作について（３） 4第２回「検討する場」
資料①ｐ４を加工

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

市房ダムの洪
水調節により、
球磨川本川で
は洪水ピーク
付近の河道水
位は低下して
います。

注）一武地点水位の市房ダム
有り水位は計算値

九州地方整備局
説明資料ｰ1
参考資料


